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・39期生 U12リーグ 第 3節目 試合結果
4月 19日(日) 鹿島小

・チーム目当て：くさびから攻撃を展開する、積極的な
フォアチェック、コーチング
2 試合目から追加で、ゾーンプレスと
スライドを意識する

○１試合目：南八王子５－０ 横川MYFC 前半２－０
得点：坂本君※大澤君からのパスを受け、DF と GK も

かわしてのゴール！！
小松君※坂本君のシュートを GK が弾くが、つ
めてきた小松君がゴール！！
坂本君※西條君のクロスを GK が弾くが、つめ
ていた坂本君がゴール！！

http://www.minamih.net/ 豊嶋君※坂本君のシュートを GK が弾くが、つ
１５・ ４・２５（土） めていた豊嶋君がゴール！！
南ＮＥＷＳ ＮＯ ８ 江成君※バイタルエリアで DF からボールを奪っ

てのゴール
○２試合目：南八王子２－０ 白百合 SC 前半１－０
得点：小松君※ドリブル突破から GKと 1対 1となり、冷静にゴール！！

坂本君※ FKでゴール左上に見事な直接ゴール！！
全日本少年サッカー大会出場をかけた予選大会、横川 MYFC さんも白百合 SC

さんも、南八王子 SC 同様に 2 勝しているチームであり、絶対に負けられない試合
でしたが、2試合ともにチームとしてまとまり、個人でも相手に負けないプレイで 2
勝する事ができ、もちろん全選手がいつものように活躍していましたが（怪我によ
り出場できなかった松林君と隅田君は声出しで皆を励まし続けてくれていました）、
総得点 7点中 5点にからむ坂本君の活躍が特に光っていました。
内容としても常に南八王子ペースで進める事ができ、例えば坂本君が相手にカッ

トされても、その次に大久保君がつめ、その次には堀君がつめてと攻撃にも厚みが
生まれ、得点に関しても、1試合目の 5点中 3点は GKが弾いたところをつめての
得点であり、どの選手もゴールを目指し、誰もがゴールを奪えるチームになりつつ
あります。
また、南八王子の早いフォアチェックやプレスで相手のミスを誘い、全選手が自

信を持ち、全選手が戦っているチームになりつつあります。しかしながら試合の反
省点として、FW・MF・DF との間隔が広くなってしまい、以前はサイド攻撃を仕
掛けてくるチームには横の間隔も広くなってしまい、失点をしてしまうケースが多
くありました。

2 試合目は、この改善にゾーンプレスとスライドを意識して試合に臨み、勝利す
る事ができました（理解度を深める為、この内容について必ずガンバノートに記入
しておく事！！）。

君達を応援している者は常に勇気と感動をもらっています。そして、39期生の後輩
達も君達のようになりたいと思ってくれていると思います。

これからも、個人力をもっと高めるとともに、チームの攻撃の形、守備の形を身に

着け、まずは東京都中央大会に出場できるよう、GAMBAっていきましょう！！
ｂｙ大澤コーチ
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春季カップ3年生ブロック予選 4月 19日 (日 ) 於 )高倉小G

○チームのめあて：スペースへのドリブル。横への展開
○第一試合 対戦相手：大和田SC ▲ 0-5(前半 0-2)
○第二試合 対戦相手：南陽台FC ▲ 2-3(前半 2-3)

得点者：石橋君x2
今回は3年生になって初の公式戦。試合には負けてしまいましたが、

各人について感じた素晴らしい点について報告したいと思います。
☆柴田望史君「団子サッカーながらも位置取りが良く、こぼれ球

には真っ先にアプローチ出来ている」

☆古積翔聖君「練習時から向上心が高く、試合中も積極的にボール
に絡んでいた。浮き球にも強い」

☆慶伊和樹君「キーパーとして2試合目ハーフを完封。パントキック
の精度も高い。指導の呑み込みが早い」

☆松風友陽君「ドリブルの能力が高く、サイドの突破や中央での横
ドリブルにもチャレンジしていた」

☆内田雄斗君「荒削りながら前への推進力、シュート力に優れる。
常に追い続けるスタミナも素晴らしい」

☆高木奏汰君「キーパーとして怖がらず前に出て決定機を何度も防
ぐ。フィールドでも足元の上手さが光る」

☆石橋遼大君「前から後まで常に動き続けるスタミナ、
体幹のしっ かりしたドリブルで得点感覚にも優れる」

☆中西旅都君「足元の技術は高い。ボールを奪った後、
ストップゴ ーで置き去りにしたドリブルは見事」

☆佐藤信晟君「単独で抜け出た相手FWにも追い付く圧
倒的スピード。 膝下を振り抜くシュートも良い」

パスで回す相手に対して全員でアプローチ&ドリブルという戦術は、この学年に
とっては体力的にも大変だったと思います。勝つことは出来ませんでしたが、2試
合を通して休む事なく走り通した子供たちを見て大きな期待を感じました。これ程

までに気持ちの強い子達は見たことがありません（Cクラスコーチによる熱心な指
導の賜物でしょう）。今回の敗戦の悔しさは感じつつも焦らず、ドリブルを基とし

た技術を高めていく事に努力していきたいと思います。

それから残念な事にこの試合で古積君が右手首を骨折してしまいました。スポー

ツをやっている以上不測の事故が起こる可能性がある事を胆に銘じ、事故再発の防

止(転んだ時の腕のつき方等の指導)に努めたいと考えます。

ｂｙ谷口コーチ


